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前
号
で
は
中
央
区
に
あ
っ
た
水
上
学
校

や
渡
し
船
の
こ
と
を
中
心
に
書
き
ま
し
た

が
、
時
代
が
変
わ
る
に
つ
れ
て
川
の
周
辺

も
姿
を
変
え
、
少
し
ず
つ
現
在
の
中
央
区

が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
１
９
６
２

（
昭
和
37
）
年
に
開
通
し
、
首
都
圏
で
の
生

活
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
と
な
っ
た
首
都
高
速
道
路
も
そ
の
一
つ

で
、
日
本
橋
川
に
架
か
る
日
本
橋
の
上
に

も
走
っ
て
い
る
首
都
高
の
辺
り
は
、
江
戸

時
代
、
車
で
は
な
く
船
が
行
き
交
う
場
所

で
し
た
。

◇
日
本
橋
魚
河
岸
の
始
ま
り
と
繁
栄

　

現
在
の
日
本
橋
か
ら
江
戸
橋
に
か
け
て

の
日
本
橋
川
に
は
「
日
本
橋
魚
河
岸
」
と

呼
ば
れ
た
場
所
が
あ
り
、
江
戸
市
中
で
消

費
さ
れ
る
鮮
魚
や
塩
干
魚
を
荷
揚
げ
す
る

魚
市
場
と
し
て
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。
日

本
橋
の
そ
ば
に
魚
市
場
が
開
か
れ
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
人
物
は
、摂
津
国
佃
村（
現

在
の
大
阪
市
西
淀
川
区
佃
町
）
の
森
孫
右

衛
門
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
森
孫

右
衛
門
は
、
徳
川
家
康
が
伏
見
に
在
城
の

際
に
魚
類
の
納
入
を
務
め
た
り
、
中
国
、

四
国
地
方
な
ど
に
家
康
幕
下
の
人
々
が

隠
密
に
往
来
す
る
際
、
漁
船
を
使
っ
て
通

行
さ
せ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、『
日
本
橋

魚
河
岸
物
語
』
な
ど
で
も
少
し
触
れ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
大
坂
冬
の
陣
や
夏
の
陣
で

は
、
軍
船
を
漁
船
仕
立
て
に
し
て
「
お
魚

ご
用
」
と
し
、
毎
日
、
家
康
の
本
陣
へ
注

進
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
出
会
い
を
経
て
、
森
孫
右

衛
門
ほ
か
佃
村
、
摂
津
国
大
和
田
村
の
漁

師
た
ち
は
家
康
と
と
も
に
江
戸
に
移
っ

て
来
た
後
佃
島
に
住
み
、
幕
府
へ
の
魚
類

の
納
入
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
彼
ら
に
は
江
戸
内
湾
で
の
特
権
的

な
漁
業
権
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、

江
戸
の
漁
師
よ
り
も
漁
業
の
技
法
に
秀

で
て
い
た
こ
と
か
ら
漁
獲
高
は
年
々
増

加
し
て
い
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の

『
中
央
区
か
ら
消
え
た
モ
ノ
』（  ）３
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技
法
は
地
獄
網
と
い
う
大
量
漁
獲
法
で

あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
四
つ
手
網
、
一
本

釣
り
と
い
っ
た
漁
獲
法
と
は
一
線
を
画

す
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
漁
獲
量
の

増
加
に
よ
り
幕
府
納
入
の
魚
が
余
る
よ

う
に
な
る
と
、
孫
右
衛
門
の
弟
、
九
左

衛
門
は
、
そ
の
余
り
の
魚
を
一
般
に
販

売
す
る
許
可
を
得
て
、
道
三
堀
に
面
し

た
場
所
に
魚
問
屋
を
開
い
た
こ
と
が
魚

河
岸
の
始
ま
り
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
時
は
ま
だ
漁

師
が
水
揚
げ
し
た
魚
を
そ
の
ま
ま
並
べ

て
売
る
、と
い
う
簡
素
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
後
の
佃
島
で
の
漁
業
の
盛
況
と
日

本
橋
魚
問
屋
の
発
展
を
経
て
、
生
産
と

販
売
が
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

日
本
橋
北
東
詰
に
立
つ
「
日
本
橋
魚

河
岸
跡
」
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
魚

河
岸
は
、
日
本
橋
か
ら
江
戸
橋
に
か
け

て
の
河
岸
地
を
中
心
に
栄
え
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
場
所
で
は
、
日
本
橋
川
を

利
用
し
て
運
ん
で
き
た
様
々
な
魚
介
類

を
、
桟
橋
に
横
付
け
し
た
平
田
舟
の
上

で
取
引
し
、
表
納
屋
の
店
先
に
板
舟
を

並
べ
て
魚
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
魚
河
岸
は
日
本
橋
川
沿
い
を
中
心
と

し
て
、
本
船
町
・
小
田
原
町
・
安
針
町

（
現
在
の
日
本
橋
室
町
一
丁
目
・
本
町
一

丁
目
一
帯
）
の
広
い
範
囲
に
魚
河
岸
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
築
地
市
場
開
場
へ
の
み
ち

　

で
は
日
本
橋
魚
河
岸
は
何
が
き
っ
か

け
で
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
明
治
維
新
後
、
道
路
、
鉄
道
、

港
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
進
み
日
本
橋
が
発
展
し
て
い
く
中

で
、
１
８
８
８
（
明
治
21
）
年
、「
東
京

市
区
改
正
条
例
」
が
公
布
さ
れ
、
日
本

橋
魚
河
岸
は
10
年
以
内
に
箱
崎
、
芝
、

深
川
の
い
ず
れ
か
に
移
転
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
１
８
８
０
年
代
に
東

京
で
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
、
日
本
橋
魚

市
場
の
不
衛
生
な
環
境
が
問
題
視
さ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
も
一
因
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
移
転
に
伴
う
費
用
が
業

者
自
身
の
負
担
だ
っ
た
こ
と
や
、
伝
統

的
に
日
本
橋
の
魚
河
岸
で
営
業
を
つ
づ

け
て
き
た
問
屋
の
保
証
を
ど
の
よ
う
に

扱
う
か
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
重
な
り

合
い
、
移
転
の
話
は
一
進
一
退
を
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
明
治
半
ば

ご
ろ
か
ら
日
本
は
戦
争
に
よ
る
大
戦
景

気
に
沸
き
ま
す
が
、
そ
の
後
の
急
速
な

物
価
の
高
騰
に
伴
い
、
１
９
１
８
（
大

正
７
）
年
に
は
全
国
で
い
わ
ゆ
る
「
米

騒
動
」
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
政
府
は
安
定
し
た
食

料
品
の
供
給
と
物
価
の
安
定
を

図
る
た
め
、
１
９
２
３
（
大
正

12
）
年
「
中
央
卸
売
市
場
法
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
市
場

法
は
、
地
方
公
共
団
体
を
市
場

開
設
者
と
し
、
問
屋
と
仲
買
の

仕
事
を
分
け
、
価
格
は
競
り
で

決
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
全

国
で
も
京
都
市
（
昭
和
２
年
12

月
開
場
）
や
高
知
市
（
昭
和
４

年
12
月
開
場
）
な
ど
で
次
々
に

中
央
卸
売
市
場
が
開
設
さ
れ
て

い
き
ま
す
が
、
こ
の
時
も
東
京

で
は
既
存
業
者
の
統
合
収
容
や

施
設
の
整
備
な
ど
の
問
題
に
よ

り
市
場
建
設
は
な
か
な
か
思
っ

た
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

し
か
し
、
１
９
２
３
（
大
正

12
）
年
９
月
１
日
に
起
き
た
関

東
大
震
災
に
よ
り
、
日
本
橋
魚

河
岸
は
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
す
。
東
京
に
壊
滅
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
の
大
震

災
は
、
日
本
橋
の
魚
河
岸
も
焼

け
野
原
に
変
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
魚
市
場
組
合
の
焼
け
跡
に
集
ま
っ

た
組
合
の
有
志
達
は
、
市
民
へ
の
一
日

も
早
い
食
糧
供
給
と
、
市
場
業
者
の
復（震災直後の日本橋魚河岸附近）
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興
を
図
る
た
め
、
震
災
か
ら
16
日
後
の

９
月
17
日
に
は
芝
浦
に
仮
市
場
を
開

場
、
３
か
月
後
の
12
月
１
日
に
は
臨
時

市
場
と
し
て
築
地
市
場
を
開
場
し
ま
し

た
。移
転
反
対
派
の
商
売
人
の
中
に
は
、

従
来
か
ら
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
仮
設

の
店
を
作
り
商
売
を
始
め
る
人
も
い
た

よ
う
で
す
が
、
政
府
か
ら
戒
厳
令
が
し

か
れ
日
本
橋
魚
河
岸
が
立
入
禁
止
区
域

に
な
る
と
、
警
察
に
よ
る
取
締
り
も
あ

り
、
日
本
橋
で
営
業
を
続
け
て
い
く
こ

と
は
実
質
的
に
出
来
な
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
紆
余
曲
折
を
経
て
開
場
し

た
築
地
市
場
は
、
帝
都
復
興
事
業
と
し

て
そ
の
後
も
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

魚
市
場
と
い
う
と
魚
の
売
買
や
競
り
を

思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
築
地
に
移
転
し
て
か
ら
は
見
学
者

や
観
光
客
な
ど
、
一
般
の
人
が
訪
れ
、

利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
場
所
も
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
築
地
場
外
市
場
な
ど

は
そ
の
典
型
で
、
築
地
市
場
の
北
側
一

帯
に
、
場
内
市
場
で
は
手
に
入
ら
な
い

昆
布
や
鰹
節
、
調
味
料
や
調
理
用
品
な

ど
を
扱
う
製
造
加
工
問
屋
街
が
で
き
、

そ
れ
ら
が
発
展
し
今
の
場
外
市
場
の
形

が
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

◇
中
央
区
を
離
れ
、
豊
洲
市
場
へ

　

市
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
観
光
地

と
し
て
も
栄
え
て
き
た
築
地
市
場
で
す

が
、
東
京
の
爆
発
的
な
人
口
の
増
加
に

よ
る
取
扱
量
の
増
大
や
、
施
設
の
老
朽

化
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
度
々
新
市
場

へ
の
移
転
の
話
が
持
ち
上
が
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
昭
和
60
年
代
に
は
正
門
仮

設
駐
車
場
の
建
設
や
仮
設
卸
売
場
の
増

設
な
ど
、
市
場
施
設
の
整
備
拡
充
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
９
７
２
（
昭

和
47
）
年
の
「
第
一
次
東
京
卸
売
市
場

整
備
計
画
」
に
お
い
て
、
築
地
・
神
田

市
場
の
機
能
分
散
の
た
め
、
大
井
埋
立

地
に
近
代
的
総
合
市
場
を
建
設
す
る
こ

と
が
決
定
す
る
と
、
日
本
橋
魚
河
岸
の

移
転
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
時
も

市
場
関
係
者
の
反
対
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
東
京
都
と
市
場
関
係
者

は
移
転
案
と
再
整
備
案
の
両
方
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
重
ね
ま
す
が
、
意
見
は

割
れ
、
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
は

築
地
本
願
寺
で
移
転
反
対
の
総
決
起
大

会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
対
立
は
激
し
く

な
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
こ
の
築
地
の
整
備
計
画
は

移
転
の
方
向
へ
と
舵
を
切
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
に

大
井
で
は
な
く
現
在
の
豊
洲
へ
の
移
転

案
が
出
さ
れ
る
と
、
翌
年
に
は
築
地
市

場
の
業
界
６
団
体
に
よ
り
、
東
京
都
に

「
臨
海
部
移
転
に
つ
い
て
の
検
討
要
請
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
２
０
０
０

（
平
成
12
）
年
、
当
時
の
市
場
長
は
築
地

で
の
営
業
を
行
い
な
が
ら
長
期
的
な
築

地
の
再
整
備
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
の
見
解
を
示
し
、
そ
の
翌
年
、「
第

七
次
東
京
都
卸
売
市
場
整
備
計
画
」
に

お
い
て
、
つ
い
に
豊
洲
へ
の
移
転
が
決

定
し
ま
す
。
そ
し
て
２
０
１
８
（
平
成

30
）年
に
豊
洲
市
場
は
開
場
し
ま
す
が
、

築
地
の
場
外
市
場
に
つ
い
て
は
豊
洲
へ

の
移
転
後
も
そ
の
形
を
残
し
、
国
内
、

国
外
を
問
わ
ず
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ

っ
て
い
ま
す
。

◇
終
わ
り
に

　

３
号
に
わ
た
り
、「
中
央
区
か
ら
消
え

た
モ
ノ
」
を
テ
ー
マ
に
郷
土
室
だ
よ
り

を
発
行
し
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。
歴
史
を
紐
解
く
と
、
私

た
ち
の
日
常
か
ら
は
様
々
な
も
の
が
失

わ
れ
、
景
色
が
変
わ
り
、
ま
た
そ
こ
に

新
た
な
歴
史
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
が

分
か
る
と
思
い
ま
す
。
今
号
の
舞
台
と

な
っ
た
日
本
橋
に
つ
い
て
も
、
高
速
道

路
の
地
下
化
が
決
ま
り
、
こ
れ
ま
で
と

は
違
っ
た
ま
た
新
し
い
景
色
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら

に
、
地
域
資
料
室
が
あ
る
京
橋
図
書
館

は
、
令
和
４
年
度
中
に
八
丁
堀
駅
近
く

へ
の
引
っ
越
し
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
48
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
郷
土
室
だ

よ
り
」
の
発
行
は
今
号
で
終
わ
り
と
な

り
ま
す
が
、
今
後
も
ま
た
新
し
い
か
た

ち
で
地
域
の
文
化
や
歴
史
情
報
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
発
行
し
た
「
郷

土
室
だ
よ
り
」
の
目
次
を
ま
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
号
～
九
九
号

ま
で
は
一
〇
〇
号
に
、
少
し
重
な
り
ま

す
が
六
八
号
～
一
五
〇
号
ま
で
は
一
五

一
号
に
す
で
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

一
五
一
号
～
一
七
一
号
ま
で
は
本
号
の

最
後
に
載
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま

で
発
行
し
た
「
郷
土
室
だ
よ
り
」
の
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
地
域
資
料
室
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
中
央
区
立
図
書
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
や
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
の
で
、
ご
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
長
き
に
わ
た

り
「
郷
土
室
だ
よ
り
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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◇�「
鈴
木
理
生
先
生
追
悼
特
集
」 

（
一
五
一
号
）

◇�「
江
戸
・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
」

（
一
五
二
～
一
六
九
号
・
全
十
八
回
）

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
河
川
や
あ
ま

り
資
料
が
な
い
河
岸
に
つ
い
て
も
論

じ
、
江
戸
時
代
か
ら
姿
を
変
え
続
け
た

中
央
区
の
姿
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま

す
。（〔　

〕
内
は
そ
の
号
の
お
お
よ
そ
の

内
容
を
示
し
ま
す
。
以
下
同
じ
）

一
五
二
号　

⑴　
〔
江
戸
～
震
災
前

の
水
路
と
そ
の
役
割
〕

突
然
で
す
が
／
帝
都
復
興
事
業
を
切

り
口
に
／
現
在
の
水
路
／
江
戸
の
水

路
／
明
治
初
期
の
水
路
／
震
災
前
の

河
川
・
運
河
に
つ
い
て
／
東
京
市
内

の
運
河
／
河
川
の
利
用
状
況
／
工

場
・
倉
庫
地
帯
と
運
河

一
五
三
号　

⑵　
〔
江
戸
湊
と
河
岸
〕

江
戸
湊
と
河
岸
／
江
戸
湊
／
初
期
の

河
岸
／
そ
の
後
の
河
岸
／
河
岸
の
名

称
の
特
徴
は
／
江
東
地
区
の
河
岸

一
五
四
号　

⑶　
〔
河
岸
地
の
変
化

と
物
揚
場
〕

物
揚
場
と
は
／
『
武
州
豊
嶋
郡
江
戸

庄
図
』（
寛
永
江
戸
図
）
を
み
る
／
河

岸
地
の
行
政
／
河
岸
地
の
変
化
／
河

岸
地
に
正
式
名
称

一
五
五
号　

⑷　
〔
江
戸
の
河
川
の

姿
〕

江
戸
の
は
じ
ま
り
／
平
川
は
外
濠
川

（
日
本
橋
川
）の
原
形
／
旧
石
神
井
川

と
は
／
放
水
路
（
神
田
川
、
仙
台
堀
）

が
つ
く
ら
れ
る
／
放
水
路
が
運
河
に

変
わ
る
／
道
三
堀
と
小
名
木
川
が
最

初
の
運
河
／
平
川
か
ら
外
濠
川
へ
／

汐
留
川
は
排
水
路

一
五
六
号　

⑸　
〔
水
上
交
通
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
日
本
橋
川
〕

日
本
橋
川
の
原
形
／
旧
石
神
井
川
の

付
け
替
え
／
埋
立
が
進
む
八
町
堀
地

区
と
新
堀
／
あ
ら
た
め
て
水
路
を
確

認
し
ま
す
／
明
治
・
大
正
期
の
日
本

橋
川
／
震
災
復
興
事
業
で
日
本
橋
川

は
／
震
災
復
興
と
日
本
橋
川
に
架
か

る
橋

一
五
七
号　

⑹　
〔
戦
後
か
ら
現
在

に
か
け
て
の
日
本
橋
川
〕

戦
後
の
改
修
工
事
／
カ
ミ
ソ
リ
堤
防

の
建
設
／
水
路
の
上
を
高
速
道
路
が

走
る
／
河
川
法
の
改
正
で
日
本
橋
川

が
変
わ
る
／
日
本
橋
川
の
現
状
／
日

本
橋
川
に
架
か
る
橋
／
日
本
橋
川
筋

の
河
岸
／
『
江
戸
十
組
問
屋
便
覧
』

で
は
／
『
諸
問
屋
名
前
帳
』
か
ら
分

布
を
み
る

一
五
八
号　

⑺　
〔
日
本
橋
川
沿
い

の
河
岸
〕

北
鞘
町
河
岸
／
品
川
町
裏
河
岸
／
魚

河
岸
／
末
広
河
岸

一
五
九
号　

⑻　
〔
日
本
橋
川
沿
い

の
河
岸
〕

鎧
河
岸
／
北
新
堀
河
岸
／
西
河
岸
／

元
四
日
市
河
岸
／
木
更
津
河
岸
／
南

茅
場
河
岸

一
六
〇
号　

⑼　
〔
日
本
橋
川
沿
い

と
東
・
西
堀
留
川
の
河
岸
〕

南
新
堀
河
岸
／
日
本
橋
川
の
河
岸
地

に
は
問
屋
が
集
中
／
東
・
西
の
堀
留

川
に
つ
い
て
／
江
戸
期
の
堀
江
町
入

堀
／
明
治
期
の
堀
江
町
入
堀
＝
東
堀

留
川
／
東
堀
留
川
周
辺
の
洋
鉄
問

屋
／
舟
運
の
変
化
／
転
機
と
な
っ
た

震
災
復
興
事
業
／
当
初
の
計
画
で
は

神
田
川
ま
で
延
長
／
東
堀
留
川
の
改

修
と
西
堀
留
川
の
埋
立
／
戦
災
残
土

で
埋
立
／
堀
に
架
か
る
橋

一
六
一
号　

⑽　
〔
東
・
西
堀
留
川
の

河
岸
と
埋
立
〕

東
堀
留
川（
堀
江
町
入
堀
）の
河
岸
／

東
萬
河
岸
／
西
萬
河
岸
／
西
堀
留
川

（
伊
勢
町
堀
）／
水
路
の
一
部
が
埋
立

一
六
二
号　

⑾　
〔
西
堀
留
川
の
河

岸
〕
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震
災
後
の
復
興
事
業
で
消
失
し
た
水

路
／
堀
に
か
か
る
橋
／
西
堀
留
川

（
伊
勢
町
堀
）の
河
岸
／
伊
勢
町
河
岸

（
塩
河
岸
）／
伊
勢
町
裏
河
岸
／
米
河

岸
／
小
舟
河
岸

一
六
三
号　

⑿　
〔
箱
崎
川
の
埋
立

と
中
洲
の
変
遷
〕

箱
崎
川
／
久
世
堀
／
中
洲
の
造
成
と

三
股
富
永
町
の
成
立
／
中
洲
の
復
活

と
箱
崎
川
支
川
／
高
速
道
路
の
建

設
／
箱
崎
川
と
箱
崎
川
支
川
の
埋

立
／
反
対
運
動
が
起
き
た
が

一
六
四
号　

⒀　
〔
箱
崎
川
と
そ
の

河
岸
〕

箱
崎
川
・
箱
崎
川
支
川
に
架
か
る

橋
／
箱
崎
川
筋
の
河
岸
／
菖
蒲
河

岸
／
蛎
殻
河
岸
／
行
徳
河
岸
と
行
徳

船
／
永
久
河
岸

一
六
五
号　

⒁　
〔
江
戸
～
昭
和
の

楓
川
〕

楓
川
は
海
岸
線
だ
っ
た
／
新
し
い
埋

立
地
を
つ
く
る
／
進
む
沖
合
の
埋
立

て
／
九
本
の
船
入
堀
が
開
削
／
楓
川

周
辺
に
は
材
木
関
連
の
町
が
集
ま
っ

た
／
明
治
・
大
正
期
の
楓
川
／
震
災

復
興
事
業
と
楓
川
／
水
路
が
高
速
道

路
に
／
楓
川
に
架
か
る
橋

一
六
六
号　

⒂　
〔
楓
川
と
そ
の
西

側
の
河
岸
〕

楓
川
に
架
か
る
橋
（
続
）
／
楓
川
の

河
岸
／
本
材
木
河
岸

一
六
七
号　

⒃　
〔
楓
川
と
そ
の
東

側
の
河
岸
〕

楓
川
東
側
の
河
岸
地
／
楓
河
岸

一
六
八
号　

⒄　
〔
京
橋
川
の
歴
史

と
橋
〕

京
橋
川
が
開
削
さ
れ
た
／
東
海
道
の

コ
ー
ス
変
更
と
京
橋
／
京
橋
川
が
正

式
名
称
に
／
震
災
復
興
と
水
路
の
改

修
／
高
速
道
路
の
建
設
と
水
路
の
埋

立
／
京
橋
川
に
架
か
る
橋

一
六
九
号　

⒅　
〔
京
橋
川
の
河
岸
〕

京
橋
川
の
河
岸
／
大
根
河
岸
／
竹
河

岸
／
「
太
刀
売
（
立
売
）」
／
白
魚
河

岸
◇「
中
央
区
か
ら
消
え
た
モ
ノ
」 

　
（
一
七
〇
～
一
七
二
号
・
全
三
回
）

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
中
央
区
か
ら

姿
を
消
し
た
地
名
や
渡
船
な
ど
を
テ
ー

マ
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

一
七
〇
号　

⑴　
〔
中
央
区
の
歴
史

と
京
橋
図
書
館
〕

京
橋
図
書
館
は
京
橋
に
な
い
？
／
中

央
区
誕
生
／
橋
が
な
い
の
に
京
橋
／

銀
座
だ
け
で
な
く
金
座
も
あ
っ

た
？
／
新
刊
案
内
／
調
べ
も
の
に
こ

の
１
冊

一
七
一
号　

⑵　
〔
中
央
区
の
水
上

生
活
者
と
水
上
学
校
〕

３
つ
の
渡
し
船
／
水
上
利
用
業
者
と

そ
の
子
ど
も
た
ち
／
水
上
小
学
校
／

戦
後
／
新
刊
案
内

一
七
二
号　

⑶　
〔
日
本
橋
魚
河
岸

と
築
地
市
場
〕

日
本
橋
魚
河
岸
の
始
ま
り
と
繁
栄
／

築
地
市
場
開
場
へ
の
み
ち
／
中
央
区

を
離
れ
、
豊
洲
市
場
へ
／
終
わ
り

に
／
新
刊
案
内
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新
刊
案
内

武
蔵
野
発
川
っ
ぷ
ち
生
き
も
の
観
察
記

�

若
林
輝
／
著　

山
と
溪
谷
社

　

こ
の
本
の
舞
台
は
隅
田
川
の
上
流
の
黒
目
川
と
柳
瀬

川
で
す
。
釣
り
が
好
き
な
著
者
が
目
の
前
で
オ
オ
タ
カ

が
コ
サ
ギ
を
捕
食
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
て
、
ま
ち
な

か
の
小
さ
な
川
っ
ぷ
ち
に
も
、
野
生
動
物
の
弱
肉
強
食

世
界
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
著
者
は
自

分
だ
け
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
謙
遜
し
て
い
ま
す

が
、
観
察
眼
に
あ
ふ
れ
た
読
み
物
で
す
。

江
戸
東
京
草
花
図
鑑　

岩
槻
秀
明
／
著

�

エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

　

江
戸
と
タ
イ
ト
ル
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
各
草
花
に
わ

か
り
や
す
い
写
真
と
学
名
、
花
色
、
別
名
、
科
名
、
分
布

な
ど
の
デ
ー
タ
や
豆
知
識
、
解
説
が
つ
い
て
い
ま
す
。
花

の
色
別
索
引
が
あ
り
名
前
が
わ
か
ら
な
く
て
も
調
べ
ら
れ

ま
す
。見
ら
れ
る
場
所
別
か
ら
花
を
調
べ
る
こ
と
も
で
き
、

身
近
な
草
花
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
読
み
物
と
し
て

も
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

東
京　

二
○
二
○
、
二
○
二
一
。 

��

初
沢
亜
利
／
著　

徳
間
書
店

　

２
０
２
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
。
未
曽
有
の
混

乱
の
中
、
今
も
緊
急
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
一
人
の
写
真
家
が
東
京
を
、
東
京
の
人
々
を
そ
し

て
風
景
を
、
カ
メ
ラ
に
収
め
た
写
真
集
で
す
。
カ
メ
ラ
を

と
お
し
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
東
京
の
写
真
か
ら
、
何
が
感
じ

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
将
来
、
今
の
時
代
に
つ
い
て
検

証
す
る
と
き
、
役
に
立
つ
資
料
で
す
。


